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一連の取組みである 1［望月 2012, 1］。 
                                                        
1 移行期正義研究の詳細は、Kritz et al.［1995］、Minow［1998］、Teitel［2000］、杉山［2011］、Hayner［2011］、ク
ロス［2016］を参照。 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 





居住する 2［武内 2009a, 83-84］。3つのエスニシティは、ドイツとベルギーによる統治以前から存
在し、ルワンダ王国の中心部ではトゥチがフトゥを支配したとされるが、周辺部においては、ト























って解決していた 5。ジェノサイド後のガチャチャ裁判は刑事裁判に改変され、1990年 10月 1日
                                                        
2 ルワンダ統計局（National Institute of Statistics of Rwanda: NISR）によれば、キリスト教徒（カトリック、プロテ
スタント、アドヴァンティスト）は人口の約 95%、イスラム教徒は約 2%、無宗教者は約 2.5%、その他は約 0.5%




ーの裁判所が、ルワンダ国立大学（現ルワンダ大学）教授と 4人の修道女に有罪判決を下した［Burnet 2008, 175］。
また、2000年にカナダの裁判所は、実業家ムニャネーザ（Munyaneza Désiré）に人道に反する罪および戦争犯罪
で終身刑25年仮釈放なしを下した。 “Her Majesty the Queen（Prosecutor）v. Désiré Munyaneza: Related developments,” 
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成員は、当該セル居住者のうち 18歳以上の全員であり、総会から判事団 7人（補欠 2人）が選出
される。被害者や住民による証言および加害者の自白をもとに、総会構成員が被疑者リストを作
成する。リストにもとづいて被疑者が法廷に召喚され、判事団が罪状を確定した［武内 2008, 323-
324］。全国で 100万 3227人が裁かれ、195万 8634件が審理されたうち、窃盗と器物損壊罪が 132
万 554件で圧倒的に多い［NSGC 2012, 34, 37］。 
窃盗と器物損壊罪に命じられた賠償は、ガチャチャ裁判閉廷後も清算されていない事例が多い。
国家ガチャチャ法務局（National Service of Gacaca Courts: NSGC）とルワンダ大学の紛争マネージ
メントセンター（Centre for Conflict Management: CCM）が行った聞き取り調査によれば、賠償を命
じられた回答者のうち未払いは 40%で、賠償金を期限内に滞りなく受け取ったと回答した被害者














                                                        
罰金を決定した。罰金としてバナナ酒 10瓶を被告が用意し、原告と被告と参加者で飲み合って「和解」とした
［Reyntjens 1990, 31-32］。 
6 2006年の地方行政機構改革以前のセクターとセルの人口規模は、セクターが数千～1万人、セルが約 1000人で
あった［武内 2008, 323］。 
7 ガチャチャ裁判の詳細は、武内［2008］の他、Bornkamm［2012］、Thomson［2013］、Ingelaere［2016］、佐々木
［2016］などを参照。 
8 NSGCと CCMは、全国で 60セクターを選定し計 3780人に聞き取りを行った［CCM 2012, 54］。ただし、回答
者全体のうち被害者と加害者の割合は示されていない。 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 
































タートラインにつくことができたと主張した点である［Clark 2011, 306, 341］。被害者が加害者へ
の恨みを断って復讐をあきらめ（赦しの出発点）、当事者が同じ村で暮らし（和解の出発点）、対
話や交流が継続すれば将来的には壊れた関係を修復できるとした。2 点目は、キリスト教の教え
                                                        
9 2007年 3月 1日付の基本法 No.10/2007（1990年 10月 1日から 1994年 12月 31日の間に遂行されたジェノサイ
ド罪あるいは人道に反する罪を訴追し、裁く任務を負ったガチャチャ裁判の組織、権限、機能を定めた 2004年
6月 19日付基本法 No.16/2004を変更し、補足する基本法［Organic law modifying and complementing Organic Law 
No. 16/2004 of 19/6/2004 establishing the organisation, competence and functioning of Gacaca Courts charged with 
prosecuting and trying the perpetrators of the crime of genocide and other crimes against humanity, committed between 
October 1,1990 and December 31, 1994 as modified and complemented to date］）第 13、14条 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 
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がガチャチャ裁判における赦しと和解を推進したと主張した点である［Clark 2011, 283-289, 297-




















ダで調査する者は、教育省の科学技術研究局長（Director General of Science, Technology and Research 
in the Ministry of Education）から調査許可を取得するよう省令で定められており 10、筆者はルワン
ダ大学 CCMと提携して許可証を取得した。長期にわたって農村に住み込む場合は、地方行政官や
住民とのトラブルを避けるため、筆者は調査地を包括する郡長（Mayor）、セクター長（the executive 










                                                        
10 2010年 12月 24日刊行ルワンダ共和国官報特別号、2010年 12月 9日付の省令 No.003/2010（ルワンダにおける
研究活動の規定［The ministerial instructions published in the official gazette of the Republic of Rwanda, regulating 
research activities in Rwanda］）第 6、7条 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 




















セル在住の被害者 5 名が現在も賠償を請求し続けている。加害者リストによれば、Y セル在住の
加害者 47名が現在も賠償未払いのままである。加害者 47名のうち 21名は亡くなり、その家族が
賠償を引き継いでいる。 
Yセルには 7つの村があり、筆者は 7つのうち 1つの Z村に住み込んで調査を行った。調査時













                                                        
11 2016年 2月 20日、Yセルの事務所にて行った筆者によるリストの閲覧より。 
12 2016年 11月 9日、キガリ市にて行った筆者による Yセル長への電話での聞き取りより。 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 















族を殺害した加害者を知らない。カロンギ郡から隣国コンゴ民主共和国（Democratic Republic of the 
Congo: DRC）の難民キャンプに一旦逃れて Z村に戻ると、自宅は破壊され、家財も盗まれていた。
盗まれたのは、セメント入りの煉瓦と屋根、マット 1枚、テーブル 2台、椅子 9脚、ベッド 2台、
















農業を生業にする被害者 Nさん（50代男性）は、ジェノサイドで、両親、姉妹 4人、弟 1人、
                                                        
13 2016年 2月 9日と 2016年 2月 11日、Z村にて行った筆者による Rさんへの聞き取りより。 
14 略奪された財産については、聞き取りと裁判記録を照合した。2016 年 5 月 17 日、キガリ市内警察本部にて行
った筆者による裁判記録の閲覧より。 









て容疑者の数で割り、各々に賠償を命じた。N さんは、賠償を命じられた加害者のうち 1 名に赦
しを求められ、47万 RWF（約 6万 630円）の賠償請求を取りやめた。その加害者が、殺人罪で 15
年の懲役と公益労働に服さなければならないと申し出たためである。加害者が服役している間は、
加害者の家族が賠償支払いに奔走する事例が多く、N さんは家族の事情を察して賠償を強く要求




























                                                        
17 2016年 2月 23日、Z村にて行った筆者による Nさんへの聞き取りより。 
18 2016年 2月 4日、Z村にて行った筆者による住民への聞き取りより。 
19 2016年 3月 30日、Z村にて行った筆者による Bさんへの聞き取りより。 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 











を売却して賠償金に充て、4名（Z村在住 3名と他村在住 1名）に完済したが、3名（Z村在住 1






















                                                        
20 2016年 3月 28日、Z村にて行った筆者による Aさんへの聞き取りより。 
21 2016年 3月 4日、ルハンゴ地方裁判所にて行った筆者による裁判官への聞き取りより。 
22 2012 年 6 月 15 日付の基本法 No.04/2012（ガチャチャ裁判を閉廷させ、司法管轄権の問題を解決する方法を決
定する基本法［Organic Law terminating Gacaca Courts and determining mechanisms for solving issues which were under 
their jurisdiction］）第 12条 
23 2013年 3月 22日付の法律 No.12/2013（執行官の職務を管理する法律［Law of governing the Bailiff Function］）第
53条 
ガチャチャ裁判が命じた賠償をめぐる当事者の交渉 
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